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(57)【要約】
　ＡＢＴＴ終端の位置付けを補助し、かつ次にＡＢＴＴ
終端の温度を測定するように構成されたデバイス、装置
、及びシステム。本発明の開示の実施形態の利点及び特
徴は、添付図面に関連付けて考察する時に例示的実施形
態の以下の詳細説明からより明らかになるであろう。
【選択図】図１



(2) JP 2018-512584 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人の顔面上にセンサを位置決めするように構成されたデバイスであって、
　前記人の顔面上に位置決めされ、かつ該人の顔面に固定されるように構成された顔面支
持体と、
　第１の接続部で前記顔面支持体に取り付けられたハンドルであって、該顔面支持体上に
圧力を印加するためにユーザによって保持されるように構成されたハンドルと、
　第２の接続部で前記顔面支持体に取り付けられた温度センサ支持体であって、該第２の
接続部は、該顔面支持体上で該温度センサ支持体を移動可能に支持するように構成される
、温度センサ支持体と、
　前記人の顔面上で温度を測定するための場所において前記温度センサ支持体上に位置決
めされた温度センサと、
　を含むデバイス。
【請求項２】
　前記温度センサ支持体は、前記顔面支持体上に摺動可能に位置決めされる、請求項１に
記載のデバイス。
【請求項３】
　前記温度センサ支持体は、前記顔面支持体上に回転可能に位置決めされる、請求項１に
記載のデバイス。
【請求項４】
　前記温度を測定するための場所は、左Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）終端及び右
ＡＢＴＴ終端であり、前記温度センサ支持体は、前記温度センサを該左ＡＢＴＴ終端上に
又はそれに隣接して位置決めするように回転可能であり、かつ該温度センサを該左ＡＢＴ
Ｔ終端から該右ＡＢＴＴ終端上又はそれに隣接する位置まで移動するように回転可能であ
る、請求項３に記載のデバイス。
【請求項５】
　温度信号を個別の電子デバイスに送信する送信機を更に含む、請求項１に記載のデバイ
ス。
【請求項６】
　前記個別の電子デバイスは、携帯電話、コンピュータ、タブレット、及び腕時計のうち
の１つである、請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記温度センサが前記温度を測定するための場所上に位置決めされたときにフィードバ
ックを与えるように構成されたインジケータを更に含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記温度センサは、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）終端に整合するようなサイズ
及び寸法にされる、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記ハンドル及び前記温度センサ支持体は、横並列構成に位置決めされる、請求項１に
記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記ハンドル及び前記温度センサ支持体は、前記顔面支持体が前記顔面上に位置決めさ
れたときに垂直に延びる方向に互いに並んで位置決めされる、請求項９に記載のデバイス
。
【請求項１１】
　前記顔面支持体は、特定の顔面特徴部に適合するような輪郭にされる、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項１２】
　前記特定の顔面特徴部は、鼻である、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
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　前記顔面支持体は、圧力によって前記人の顔面に固定される、請求項１に記載のデバイ
ス。
【請求項１４】
　前記顔面支持体は、接着剤によって前記人の顔面に固定される、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項１５】
　人の顔面上にセンサを位置決めするように構成されたデバイスであって、
　前記人の顔面上に位置決めされ、かつ該人の顔面に固定されるように構成された顔面支
持体と、
　前記顔面支持体から延びるように構成されたハンドルを含む支持アームであって、該ハ
ンドルは、該顔面支持体上に力を印加するためにユーザによって保持されるように構成さ
れる、支持アームと、
　前記支持アーム上に移動可能に位置決めされた温度センサ支持体と、
　前記人の顔面上で温度を測定するための場所において前記温度センサ支持体上に位置決
めされた温度センサと、
　を含むデバイス。
【請求項１６】
　前記温度センサ支持体は、前記支持アーム上に回転可能に位置決めされる、請求項１５
に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記顔面支持体は、鼻支持体である、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記顔面支持体は、眼窩支持体である、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記顔面支持体は、額支持体である、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記顔面支持体は、顎支持体である、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項２１】
　温度信号を個別の電子デバイスに送信する送信機を更に含む、請求項１５に記載のデバ
イス。
【請求項２２】
　前記個別の電子デバイスは、携帯電話、コンピュータ、タブレット、及び腕時計のうち
の１つである、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記温度センサが前記温度を測定するための場所上に位置決めされたときにフィードバ
ックを与えるように構成されたインジケータを更に含む、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項２４】
　人の顔面上にセンサを位置決めするように構成されたデバイスであって、
　前記人の顔面上に位置決めされ、かつ該人の顔面に固定されるように構成された顔面支
持体と、
　前記顔面支持体から延びるように構成された支持アームと、
　前記支持アーム上に固定的に位置決めされた制御デバイスと、
　前記制御デバイスによって回転可能に支持された温度センサ支持体と、
　前記人の顔面上で温度を測定するための場所において前記温度センサ支持体上に位置決
めされた温度センサと、
　を含むデバイス。
【請求項２５】
　前記温度を測定するための場所は、左Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）終端及び右
ＡＢＴＴ終端であり、前記温度センサ支持体は、前記温度センサを該左ＡＢＴＴ終端上に
又はそれに隣接して位置決めするように回転可能であり、かつ該温度センサを該左ＡＢＴ
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Ｔ終端から該右ＡＢＴＴ終端上又はそれに隣接する位置まで移動するように回転可能であ
る、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記制御デバイスは、温度信号を個別の電子デバイスに送信する送信機を含む、請求項
２４に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記個別の電子デバイスは、携帯電話、コンピュータ、タブレット、及び腕時計のうち
の１つである、請求項２６に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記制御デバイスは、前記温度センサが前記温度を測定するための場所上に位置決めさ
れたときにフィードバックを与えるように構成されたインジケータを更に含む、請求項２
４に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記温度センサは、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）終端と整合するようなサイズ
及び寸法にされる、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記顔面支持体は、特定の顔面特徴部に適合するような輪郭にされる、請求項２４に記
載のデバイス。
【請求項３１】
　前記特定の顔面特徴部は、鼻である、請求項３０に記載のデバイス。
【請求項３２】
　人の頭部上にセンサを位置決めするように構成されたデバイスであって、
　前記人の頭部上に位置決めされ、かつ該人の頭部に固定されるように構成されたヘッド
バンド支持体と、
　前記ヘッドバンド支持体上で長手に移動可能であるように該ヘッドバンド支持体によっ
て支持された温度センサ支持体と、
　人の顔面上で温度を測定するための場所において前記温度センサ支持体上に位置決めさ
れた温度センサと、
　を含む、デバイス。
【請求項３３】
　前記温度センサ支持体は、前記ヘッドバンド支持体上に回転可能に位置決めされる、請
求項３２に記載のデバイス。
【請求項３４】
　温度信号を個別の電子デバイスに送信する送信機を更に含む、請求項３２に記載のデバ
イス。
【請求項３５】
　前記個別の電子デバイスは、携帯電話、コンピュータ、タブレット、及び腕時計のうち
の１つである、請求項３４に記載のデバイス。
【請求項３６】
　前記ヘッドバンド支持体上に位置決めされたディスプレイを更に含む、請求項３２に記
載のデバイス。
【請求項３７】
　前記温度センサは、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）終端と整合するようなサイズ
及び寸法にされる、請求項３２に記載のデバイス。
【請求項３８】
　人の顔面上にセンサを位置決めするように構成されたデバイスであって、
　ＡＢＴＴ終端と整合するようなサイズ及び寸法にされた温度センサ支持体と、
　前記デバイスから延びるように構成されたハンドルを含む支持アームであって、該ハン
ドルは、該デバイス上に力を印加して該デバイスを前記人の顔面に固定するためにユーザ
によって保持されるように構成される、支持アームと、
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　前記ＡＢＴＴ終端の温度を測定するための場所において前記温度センサ支持体上に位置
決めされた温度センサと、
　を含む、デバイス。
【請求項３９】
　前記温度センサ支持体は、前記ＡＢＴＴ終端の凸形状と嵌合するように成形かつ構成さ
れた凸面を用いて成形される、請求項３８に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記支持アーム上に位置決めされたインジケータを含む、請求項３８に記載のデバイス
。
【請求項４１】
　前記支持アーム上に位置決めされた送信機を含む、請求項３８に記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記温度センサ支持体は、前記支持アーム上に摺動可能かつ回転可能に位置決めされる
、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項４３】
　前記制御デバイスは、円弧内の回転可能な移動と長手の移動とに対して前記温度センサ
支持体を支持するように構成される、請求項２４に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の開示は、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル(Abreu brain thermal tunnel)（ＡＢＴＴ）
終端にセンサを位置決めするように構成されたデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＡＢＴＴ終端を位置付けてＡＢＴＴ終端上にセンサを位置決めする段階は、典型的には
、特殊な走査手順を通してＡＢＴＴ終端を位置付ける経験を有する個人によって実施され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願第１４／５１２，４２１号号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１４／５９３，８４８号号明細書
【特許文献３】米国特許出願第１４／５９４，１２２号号明細書
【特許文献４】米国特許出願第１４／６０３，３５３号号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の開示の実施形態の利点及び特徴は、添付図面に関連付けて考察する時に例示的
実施形態の以下の詳細説明からより明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル（ＡＢＴＴ）とＡＢＴＴに関連付けられた顔面静脈との
概略図である。
【図２】ＡＢＴＴとある一定の他の顔面特徴部とを示す人の頭蓋骨を垂直方向に通る簡略
部分断面図である。
【図３】脳コア内への血流の様式的表現を示す図である。
【図４】本発明の開示の例示的実施形態による第１のデバイスの図である。
【図５】図４の第１のデバイスの接近図である。
【図６】図４及び図５の第１のデバイスの側面図である。
【図７】本発明の開示の例示的実施形態による第２のデバイスの図である。
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【図８】本発明の開示の例示的実施形態による第３のデバイスの図である。
【図９】本発明の開示の例示的実施形態による第４のデバイスの図である。
【図１０】図９の第４のデバイスの接近図である。
【図１１】図９及び図１０の第４のデバイスの側面図である。
【図１２】本発明の開示の例示的実施形態による第５のデバイスの図である。
【図１３】図１２の第５のデバイスの接近図である。
【図１４】図１２及び図１３の第５のデバイスの側面図である。
【図１５】本発明の開示の例示的実施形態による第６のデバイスの図である。
【図１６】本発明の開示の例示的実施形態による第７のデバイスの図である。
【図１７】本発明の開示の例示的実施形態による第８のデバイスの図である。
【図１８】図１７の第８のデバイスの接近図である。
【図１９】図１７及び図１８の第８のデバイスの側面図である。
【図２０】本発明の開示の例示的実施形態による第９のデバイスの図である。
【図２１】本発明の開示の例示的実施形態による第１０のデバイスの図である。
【図２２】本発明の開示の例示的実施形態による第１１のデバイスの図である。
【図２３】図２２の第１１のデバイスの接近図である。
【図２４】図２２及び図２３の第１１のデバイスの側面図である。
【図２５】本発明の開示の例示的実施形態による第１２のデバイスの図である。
【図２６】本発明の開示の例示的実施形態による第１３のデバイスの図である。
【図２７】本発明の開示の例示的実施形態による第１４のデバイスの図である。
【図２８】図２７の第１４のデバイスの接近図である。
【図２９】図２７及び図２８の第１４のデバイスの側面図である。
【図３０】本発明の開示の例示的実施形態による第１５のデバイスの図である。
【図３１】図３０の第１５のデバイスの側面図である。
【図３２】本発明の開示の例示的実施形態による第１６のデバイスの図である。
【図３３】本発明の開示の例示的実施形態による第１７のデバイスの図である。
【図３４】本発明の開示の例示的実施形態による第１８のデバイスの図である。
【図３５】図３４の第１８のデバイスの側面図である。
【図３６】本発明の開示の例示的実施形態による第１９のデバイスの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の開示は、Ａｂｒｅｕ脳熱トンネル又はＡＢＴＴが脳中枢との直接血管連通の最
初の公知の手段を与えるという発見から生じたものである。解剖学的かつ生理学的には、
図１～図３に示すように、ＡＢＴＴ１２は、脳の制御中枢での脳コア２４とＡＢＴＴ終端
１０の間に連続的で直接的な不撹乱接続を含む。トンネルの一端での物理的かつ生理学的
事象は、反対端で再現される。ＡＢＴＴ１２は、有意な障壁なしでＡＢＴＴ終端１０と脳
コア２４の間の熱エネルギの直接連通を可能にする。従って、本発明の開示は、ＡＢＴＴ
に近い顔面の区域にセンサを位置決めすることによってＡＢＴＴ終端１０上にセンサを位
置決めするのを補助するように構成されたデバイス、機構、装置、及びシステムを説明し
、そのためにオペレータは、次に、デバイス、機構、装置、及びシステムを操作してセン
サをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めすることができ、その後に、センサは、ＡＢＴＴ終端
１０からの信号、例えば、熱信号又は温度信号を受信する。
【０００７】
　本出願人は、全体が引用によって本明細書に組み込まれている現在特許出願中の米国特
許出願第１４／５１２，４２１号明細書、第１４／５９３，８４８号明細書、第１４／５
９４，１２２号明細書、及び第１４／６０３，３５３号明細書にＡＢＴＴ終端１０での温
度の測定のためのデバイス、機構、装置、及びシステムを開示している。本明細書で説明
する本発明のデバイス、機構、装置、及びシステムは、本説明の説明を読解することから
当業者によって理解されるように、追加の特徴及び利点を提供する。
【０００８】



(7) JP 2018-512584 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

　ＡＢＴＴ１２の顔面端は、皮下脂肪のない皮膚の小さい領域に隣接し、その外面は、本
明細書ではＡＢＴＴターゲット区域又はＡＢＴＴ終端１０として説明する。簡略化のため
に、ＡＢＴＴ終端１０はまた、ＡＢＴＴ１２上か、それにわたるか、又はそれに隣接し、
かつ内眼角靭帝の場所の眼３２の内側コーナから計った直径で約１１ｍｍの大きさがあり
、約６ｍｍにわたって上に延び、次いで、更に別の２２ｍｍにわたって上瞼内に角状突出
部として延びる皮膚として説明することができる。
【０００９】
　解剖学的構造は、ＡＢＴＴターゲット区域１０における、前頭静脈１４、上眼瞼静脈１
６、眼窩上静脈１８、及び眼角静脈２０という４つの静脈の合流を示している。眼角静脈
(angular vein)２０は、ＡＢＴＴ１２から遠くに延び、顔面静脈(facial vein)２２に移
行する。合流すると、これらの静脈からの血液は、眼３２の眼角コーナの近くのＡＢＴＴ
ターゲット区域１０から脳コア２４に向けて流れ、身体の温度中枢又は熱貯蔵区域である
脳の中枢内に流れ込む。図１及び図２は、他の顔面特徴部に対するこれらの静脈の大体の
場所を示している。眼角静脈／顔面静脈２０／２２は、鼻２６のわきに沿って上に走り、
上眼瞼静脈(superior palpebral vein)１６は眉２８に沿って走り、前頭静脈(frontal ve
in)１４及び眼窩上静脈(supraorbital vein)１８は額３０を通って延びる。
【００１０】
　本明細書で説明するように、静脈１４、１６、１８、２０、及び２２は、眼３２のコー
ナと鼻２６の鼻梁の間の内側眼角区域内で合流し、阻害されることなく脳の中枢、すなわ
ち、脳コア２４に直接に接続する。これらの血管は、一般的に脳の視床下部領域内の脳の
コア位置の温度の測定に対する重大な障壁である弁を欠く。脳の視床下部領域は、中枢神
経系と内分泌系の間の結合部であり、従って、例えば、空腹、喉の乾き、体温、疲労、血
圧、免疫反応、概日周期、ホルモン生成、ホルモン分泌、並びに多くの他の身体機能等の
多くの基本身体機能に対する制御中枢として作用する。
【００１１】
　本発明の開示を通して装置、デバイス、及び機構という用語を様々な実施形態の少なく
とも一部を参照するのに交換可能に使用することができることを理解しなければならない
。一部の実施形態は、一緒に機能する複数の要素を含むように構成されるので、これらの
実施形態は、システムとして説明することができる。
【００１２】
　図４～図６は、全体的に５０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１のデバイ
スを示している。デバイス５０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６上で支持され
るように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス５０は、ユーザがセン
サをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるように構
成される。
【００１３】
　デバイス５０は、顔面又は鼻支持体５２と、支持アーム５４と、ハンドルを含む温度セ
ンサ支持体５６とを含むように構成される。鼻支持体５２は、支持アーム５４を鼻支持体
５２に取り付ける又は接続するように構成された第１の接続部５８と、温度センサ支持体
５６を鼻支持体５２に取り付ける又は接続するように構成された第２の接続部６０とを含
むように構成される。鼻支持体５２は、半硬質材料又は硬質材料で形成されるように構成
することができる。更に、鼻支持体５２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与えるためのパ
ッド（図示せず）を含むように構成することができる。鼻支持体５２は、鼻２６の湾曲に
ほぼ適合する円弧に成形することができる。
【００１４】
　支持アーム５４は、第１の接続部５８によって鼻支持体５２に剛的に取り付けられるよ
うに構成することができる。これに代えて、第１の接続部５８は、支持アーム５４を通し
て鼻支持体５２に対して印加される圧力によってユーザが鼻支持体５２を鼻２６との剛的
な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム５４を位置決めすることを可能にするた
めに旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アーム５４は、ユーザ
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がそれを剛的に保持し、鼻支持体５２に対して圧力を印加することを可能にするようなサ
イズ及び寸法にされたハンドル６２を含むように構成される。
【００１５】
　本明細書に開示する殆どの顔面支持体は、それを顔面上の定位置に固定するために顔面
支持体上への力の印加を必要とする。一部の場合に、顔面上で顔面支持体の位置を維持す
るのを補助するために接着剤、典型的には比較的弱い接着剤を使用することができること
に注意すべきである。一部の場合に、油及び汚物を除去するために顔面支持体の使用前に
顔面を洗浄することなどによって顔面の皮膚を準備することが必要である場合があり、こ
れは、顔面支持体を通じた顔面に対する力及び圧力の印加中に顔面支持体が摺動するリス
クを低下させる。
【００１６】
　温度センサ支持体５６は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ、
かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度セ
ンサ６４を含むように構成される。温度センサ支持体５６は、デバイス５０のオン及びオ
フ作動を制御するように構成されたスイッチ６６と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付
けた時を示す又はその時にフィードバックを与えるように構成されたライト又は他のイン
ジケータ６８とを含むように更に構成され、例えば、送信された温度信号を受信するよう
に構成されたラップトップ、携帯電話、タブレット、又は他の電子デバイスとすることが
できる個別の電子デバイス７２に温度信号を送信する送信機７０を含むように構成するこ
とができる。本明細書で説明する送信機７０及び他の送信機は、信号を送受信するように
構成された送受信機とすることができることを理解しなければならない。
【００１７】
　第２の接続部６０は、ユーザが温度センサ６４をＡＢＴＴ終端１０上に位置決めするこ
とができるようにユーザが温度センサ支持体５６の位置を調節することを可能にするため
に温度センサ支持体５６を摺動可能又は移動可能に支持するように構成された小穴７４を
含むように構成される。ユーザがＡＢＴＴ終端１０の区域内で温度センサ６４を移動する
時に、温度センサ６４は、温度センサ支持体５６内に位置付けることができるプロセッサ
（図示せず）に温度信号を送信している又は送っている。デバイス５０又はそのプロセッ
サが、ＡＢＴＴ終端１０の場所の指標である予め決められた温度を超えるピーク温度が見
つかったと決定すると、ＡＢＴＴ終端１０の場所が見つかったという通知をユーザ又はオ
ペレータに与えるためにインジケータ６８を起動することができる。温度センサ６４から
の温度信号は、更に別の処理、格納、又は離れた所にいる別の個人への通知に向けて送信
機７０が個別の電子デバイス７２に連続的に又はバーストで送信することができる。
【００１８】
　図７は、全体的に８０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第２のデバイスを示
している。デバイス８０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６上で支持されるよう
に構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス８０は、ユーザがセンサをＡ
ＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるように構成され
る。
【００１９】
　デバイス８０は、顔面又は鼻支持体８２と、支持アーム８４と、温度センサ支持体８６
とを含むように構成される。鼻支持体８２は、支持アーム８４を鼻支持体８２に取り付け
る又は接続するように構成された第１の接続部８８と、温度センサ支持体８６を鼻支持体
８２に取り付ける又は接続するように構成された第２の接続部９０とを含むように構成さ
れる。鼻支持体８２は、半硬質材料又は硬質材料で形成されるように構成することができ
る。更に、鼻支持体８２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与えるためのパッド（図示せず
）を含むように構成することができる。鼻支持体８２は、鼻２６の湾曲にほぼ適合する円
弧に成形することができる。
【００２０】
　支持アーム８４は、第１の接続部８８によって鼻支持体８２に剛的に取り付けられるよ
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うに構成することができる。これに代えて、第１の接続部８８は、ユーザが鼻支持体８２
を鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム８４を位置決めするこ
とを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アー
ム８４は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法にされ
たハンドル９２を含むように構成される。
【００２１】
　温度センサ支持体８６は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ、
かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度セ
ンサ９４を含むように構成される。温度センサ支持体８６は、デバイス８０のオン及びオ
フ作動を制御するためのスイッチ９６と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付けた時を示
すように構成されたライト又は他のインジケータ９８とを含むように更に構成され、例え
ば、送信された温度信号を受信するように構成されたラップトップ、携帯電話、タブレッ
ト、又は他の電子デバイスとすることができる個別の電子デバイス１０２に温度信号を送
信する送信機１００を含むように構成することができる。
【００２２】
　第２の接続部９０は、ユーザが温度センサ９４をＡＢＴＴ終端１０上に位置決めするこ
とができるようにユーザが温度センサ支持体８６を移動することを可能にするために温度
センサ支持体８６を摺動可能又は移動可能に支持するように構成される。ユーザがＡＢＴ
Ｔ終端１０の区域内で温度センサ９４を移動する時に、温度センサ９４は、温度センサ支
持体８６内に位置付けることができるプロセッサ（図示せず）に温度信号を送信している
又は送っている。デバイス８０又はそのプロセッサが、ＡＢＴＴ終端１０の場所の指標で
ある予め決められた温度を超えるピーク温度が見つかったと決定すると、ユーザ又はオペ
レータに通知を与えるためにインジケータ９８を起動することができる。温度センサ９４
からの温度信号は、更に別の処理、格納、又は離れた所にいる別の個人への通知に向けて
送信機１００が個別の電子デバイス１０２に連続的に又はバーストで送信することができ
る。
【００２３】
　図８は、全体的に１１０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第３のデバイスを
示している。デバイス１１０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６上で支持される
ように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス１１０は、ユーザが温度
センサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるよう
に構成される。
【００２４】
　デバイス１１０は、顔面又は鼻支持体１１２と、支持アーム１１４と、温度センサ支持
体１１６とを含むように構成される。鼻支持体１１２は、支持アーム１１４を鼻支持体１
１２に取り付ける又は接続するように構成された第１の接続部１１８と、温度センサ支持
体１１６を鼻支持体１１２に取り付ける又は接続するように構成された第２の接続部１２
０とを含むように構成される。鼻支持体１１２は、半硬質材料又は硬質材料で形成される
ように構成することができる。更に、鼻支持体１１２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与
えるためのパッド（図示せず）を含むように構成することができる。鼻支持体１１２は、
鼻２６の湾曲にほぼ適合する円弧に成形することができる。
【００２５】
　支持アーム１１４は、第１の接続部１１８によって鼻支持体１１２に剛的に取り付けら
れるように構成することができる。これに代えて、第１の接続部１１８は、ユーザが鼻支
持体１１２を鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム１１４を位
置決めすることを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができ
る。支持アーム１１４は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ
及び寸法にされたハンドル１２２を含むように構成される。
【００２６】
　温度センサ支持体１１６は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
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、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ１２４を含むように構成される。温度センサ支持体１１６は、デバイス１１０のオ
ン及びオフ作動を制御するためのスイッチ１２６と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付
けた時を示すように構成されたライト又は他のインジケータ１２８とを含むように更に構
成され、例えば、送信された温度信号を受信するように構成されたラップトップ、携帯電
話、タブレット、又は他の電子デバイスとすることができる個別の電子デバイス１３２に
温度信号を送信する送信機１３０を含むように構成することができる。
【００２７】
　第２の接続部１２０は、ユーザが温度センサ１２４をＡＢＴＴ終端１０上に位置決めす
ることができるようにユーザが温度センサ支持体１１６を移動することを可能にするため
に温度センサ支持体１１６を摺動可能又は移動可能に支持するように構成される。ユーザ
がＡＢＴＴ終端１０の区域内で温度センサ１２４を移動する時に、温度センサ１２４は、
温度センサ支持体１１６内に位置付けることができるプロセッサ（図示せず）に温度信号
を送信している又は送っている。デバイス１１０のプロセッサが、ＡＢＴＴ終端１０の場
所の指標である予め決められた温度を超えるピーク温度が見つかったと決定すると、ユー
ザ又はオペレータに通知を与えるためにインジケータ１２８を起動することができる。温
度センサ１２４からの温度信号は、更に別の処理、格納、又は離れた所にいる別の個人へ
の通知に向けて送信機１３０が個別の電子デバイス１３２に連続的に又はバーストで送信
することができる。
【００２８】
　図９から図１１は、全体的に１４０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第４の
デバイスを示している。デバイス１４０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６上で
支持されるように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス１４０は、ユ
ーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持され
るように構成される。
【００２９】
　デバイス１４０は、顔面又は鼻支持体１４２と、支持アーム１４４と、温度センサ支持
体１４６とを含むように構成される。鼻支持体１４２は、支持アーム１４４を鼻支持体１
４２に取り付ける又は接続するように構成された第１の接続部１４８と、温度センサ支持
体１４６を鼻支持体１４２に取り付ける又は接続するように構成された第２の接続部１５
０とを含むように構成される。鼻支持体１４２は、半硬質材料又は硬質材料で形成される
ように構成することができる。更に、鼻支持体１４２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与
えるためのパッド（図示せず）を含むように構成することができる。鼻支持体１４２は、
鼻２６の湾曲にほぼ適合する円弧に成形することができる。
【００３０】
　支持アーム１４４は、第１の接続部１４８によって鼻支持体１４２に剛的に取り付けら
れるように構成することができる。これに代えて、第１の接続部１４８は、ユーザが鼻支
持体１４２を鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム１４４を位
置決めすることを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができ
る。支持アーム１４４は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ
及び寸法にされたハンドル１５２を含むように構成される。
【００３１】
　温度センサ支持体１４６は、センサアーム１５６と支持体接続アーム１５８とを含むよ
うに更に構成される。支持体接続アーム１５８は、センサアーム１５６と鼻支持体１４２
の間に位置決めされ、センサアームピボット１６０によってセンサアーム１５６に接続さ
れ、かつ第２の接続部１５０によって鼻支持体１４２に接続される。第２の接続部１５０
は、支持体接続アーム１５８が第１の円弧１６２内で回転することを可能にし、それによ
ってユーザが、左ＡＢＴＴ終端１０及び右ＡＢＴＴ終端１０の温度を測定するために温度
センサ支持体１４６を移動することを可能にし、これに加えて温度センサ支持体１４６の
位置の調節を可能にするように構成される。センサアームピボット１６０は、センサアー
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ム１５６が、第１の円弧１６２に対してある角度にある第２の円弧１６４内で回転するこ
とを可能にするように構成される。機能的には、第２の接続部１５０は、横向き又は水平
の調節を可能にするように構成され、センサアームピボット１６０は、垂直の調節を可能
にするように構成される。両方の調節は、ユーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決
めするか、又は温度センサを左ＡＢＴＴ終端１０から右ＡＢＴＴ終端１０に又はその逆向
きに移動することを可能にするように構成される。
【００３２】
　温度センサ支持体１４６は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ１５４を含むように構成される。温度センサ支持体１４６は、デバイス１４０のオ
ン及びオフ作動を制御するためのスイッチ１６６と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付
けた時を示すように構成されたライト又は他のインジケータ１６８とを含むように更に構
成され、例えば、送信された温度信号を受信するように構成されたラップトップ、携帯電
話、タブレット、又は他の電子デバイスとすることができる個別の電子デバイス１７２に
温度信号を送信する送信機１７０を含むように構成することができる。図１０及び図１１
の例示的実施形態では、個別の電子デバイス１７２をビデオゲームコンソール等の娯楽コ
ンソールとして示している。
【００３３】
　本明細書で特筆するように、第２の接続部１５０及びセンサアームピボット１６０は、
温度センサ１５４がＡＢＴＴ終端１０上にユーザによって位置決め可能であるようにユー
ザが温度センサ支持体１５６を移動することを可能にするために温度センサ支持体１５６
を移動可能に支持するように構成される。ユーザがＡＢＴＴ終端１０の区域内で温度セン
サ１５４を移動する時に、温度センサ１５４は、温度センサ支持体１４６内又は鼻支持体
１４２内に位置付けることができるプロセッサに温度信号を送信している又は送っている
。デバイス１４０のプロセッサが、ＡＢＴＴ終端１０の場所の指標である予め決められた
温度を超えるピーク温度が見つかったと決定すると、ユーザ又はオペレータに通知を与え
るためにインジケータ１６８を起動することができる。温度センサ１５４からの温度信号
は、更に別の処理、格納、又は離れた所にいる別の個人への通知に向けて送信機１７０が
個別の電子デバイス１７２に連続的に又はバーストで送信することができる。
【００３４】
　図１２～図１４は、全体的に１８０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第４の
デバイスを示している。デバイス１８０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６上で
支持されるように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス１８０は、ユ
ーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持され
るように構成される。
【００３５】
　デバイス１８０は、顔面又は鼻支持体１８２と、支持アーム１８４と、温度センサ支持
体１８６とを含むように構成される。鼻支持体１８２は、支持アーム１８４及び温度セン
サ支持体１８６を鼻支持体１８２に取り付ける又は接続するように構成された接続部１８
８を含むように構成される。鼻支持体１８２は、半硬質材料又は硬質材料で形成されるよ
うに構成することができる。更に、鼻支持体１８２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与え
るためのパッド（図示せず）を含むように構成することができる。鼻支持体１８２は、鼻
２６の湾曲にほぼ適合する円弧に成形することができる。
【００３６】
　支持アーム１８４は、接続部１８８によって鼻支持体１８２に剛的に取り付けられるよ
うに構成することができる。これに代えて、接続部１８８は、ユーザが鼻支持体１８２を
鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム１８４を位置決めするこ
とを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アー
ム１８４は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法にさ
れたハンドル１９２を含むように構成される。
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【００３７】
　温度センサ支持体１８６は、センサハンドル１９４と、このハンドルにある角度で接続
又は取り付けられたセンサアーム１９６と、接続部１８８と同軸にあるピボット上に回転
可能に位置決めされた揺動アーム１９８とを含むように更に構成される。センサハンドル
１９４及びセンサアーム１９６は、センサピボット１９０によって揺動アーム１９８に接
続される。接続部１８８は、揺動アーム１９８が第１の円弧２００内で回転することを可
能にし、それによってユーザが、左ＡＢＴＴ終端１０及び右ＡＢＴＴ終端１０を測定する
ために温度センサ支持体１８６を移動することを可能にし、これに加えて温度センサ支持
体１８６の位置の調節を可能にするように構成される。センサピボット１９０は、センサ
アーム１９６が、第１の円弧２００に対してある角度にある第２の円弧２０２内で回転す
ることを可能にするように構成される。機能的には、センサアーム１９６は、横向き又は
水平の調節を可能にするように構成かつ接続され、センサピボット１９０は、垂直の調節
を可能にするように構成かつ接続される。両方の調節は、ユーザがセンサをＡＢＴＴ終端
１０上に位置決めするか、又はセンサを左ＡＢＴＴ終端１０から右ＡＢＴＴ終端１０に又
はその逆向きに移動することを可能にすることができる。
【００３８】
　温度センサ支持体１８６は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ２０４を含むように構成される。鼻支持体１８２は、デバイス１８０のオン及びオ
フ作動を制御するためのスイッチ２０６と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付けた時を
示すように構成されたライト又は他のインジケータ２０８とを含むように更に構成され、
例えば、送信された温度信号を受信するように構成されたラップトップ、携帯電話、タブ
レット、又は他の電子デバイスとすることができる個別の電子デバイス２１２に温度信号
を送信する送信機２１０を含むように構成することができる。
【００３９】
　本明細書で特筆するように、揺動アーム１９８及びセンサピボット１９０は、ユーザが
、温度センサ２０４をＡＢＴＴ終端１０上に位置決めするために温度センサ支持体１８６
を移動することを可能にするように温度センサ支持体１８６を支持するように構成される
。ユーザがＡＢＴＴ終端１０の区域内で温度センサ２０４を移動する時に、温度センサ２
０４は、温度センサ支持体１８６内又は鼻支持体１８２内に位置付けることができるプロ
セッサ（図示せず）に温度信号を送信している又は送っている。デバイス１８０のプロセ
ッサが、ＡＢＴＴ終端１０の場所の指標である予め決められた温度を超えるピーク温度が
見つかったと決定すると、ユーザ又はオペレータに通知を与えるためにインジケータ２０
８を起動することができる。温度センサ２０４からの温度信号は、更に別の処理、格納、
又は離れた所にいる別の個人への通知に向けて送信機２１０が個別の電子デバイス２１２
に連続的に又はバーストで送信することができる。
【００４０】
　図１５は、全体的に２２０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第６のデバイス
を示している。デバイス２２０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６上で支持され
るように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス２２０は、ユーザがセ
ンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるように
構成される。
【００４１】
　デバイス２２０は、顔面又は鼻支持体２２２と、支持アーム２２４と、温度センサ支持
体２２６とを含むように構成される。鼻支持体２２２は、支持アーム２２４を鼻支持体２
２２に取り付ける又は接続するように構成された接続部２２８を含むように構成される。
鼻支持体２２２は、半硬質材料又は硬質材料で形成されるように構成することができる。
更に、鼻支持体２２２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与えるためのパッド（図示せず）
を含むように構成することができる。鼻支持体２２２は、鼻２６の湾曲にほぼ適合する円
弧に成形することができる。
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【００４２】
　支持アーム２２４は、接続部２２８によって鼻支持体２２２に剛的に取り付けられるよ
うに構成することができる。これに代えて、接続部２２８は、ユーザが鼻支持体２２２を
鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム２２４を位置決めするこ
とを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アー
ム２２４は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法にさ
れたハンドル２３２を含むように構成される。温度センサ支持体２２６は、ピボット２３
０によって支持アーム２２４に接続され、更にピボット２３０は、そこに位置付けられた
小穴２３４を温度センサ支持体２２６が長手方向に通って移動することを可能にするよう
に構成される。
【００４３】
　温度センサ支持体２２６は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ２３６を含むように構成される。この実施形態では特に示してはいないが、デバイ
ス２２０は、それをオン及びオフにするためのスイッチ、インジケータ、及び送信機等の
本明細書に開示する他の実施形態の特徴要素を有するように構成することができる。
【００４４】
　ピボット２３０は、本明細書で説明するようにユーザが場所を決定することができるＡ
ＢＴＴ終端１０上にユーザが温度センサ２３４を位置決めすることができるようにユーザ
が温度センサ支持体２２６を移動することを可能にするために温度センサ支持体２２６を
摺動可能及び移動可能の両方で支持するように構成される。
【００４５】
　図１６は、全体的に２４０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第７のデバイス
を示している。デバイス２４０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６の鼻梁２４２
上で支持されるように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス２４０は
、ユーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持
されるように構成される。
【００４６】
　デバイス２４０は、顔面又は鼻梁支持体２４２と、支持アーム２４６と、温度センサ支
持体２４８とを含むように構成される。鼻梁支持体２４２は、支持アーム２４６を鼻梁支
持体２４４に取り付ける又は接続するように構成された接続部２５０を含むように構成さ
れる。鼻梁支持体２４４は、半硬質材料又は硬質材料で形成されるように構成することが
できる。更に、鼻梁支持体２４４は、緩衝及び鼻２６との適合性を与えるためのパッド（
図示せず）を含むように構成することができる。鼻梁支持体２４４は、鼻梁２４２の湾曲
にほぼ適合する円弧に成形することができる。
【００４７】
　支持アーム２４６は、接続部２５０によって鼻梁支持体２４４に剛的に取り付けられる
ように構成することができる。これに代えて、接続部２５０は、ユーザが鼻梁支持体２４
４を鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム２４６を位置決めす
ることを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持
アーム２４６は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法
にされたハンドル２５４を含むように構成される。温度センサ支持体２４８は、ピボット
２５２によって支持アーム２４６に接続され、更にピボット２５２は、そこに位置付けら
れた小穴２５６を温度センサ支持体２４８が長手方向に通って移動することを可能にする
ように構成される。
【００４８】
　温度センサ支持体２４８は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ２５８を含むように構成される。この実施形態では特に示してはいないが、デバイ
ス２４０は、それをオン及びオフにするためのスイッチ、インジケータ、及び送信機等の
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本明細書に開示する他の実施形態の特徴要素を有するように構成することができる。
【００４９】
　ピボット２５２は、本明細書で説明するようにユーザが場所を決定することができるＡ
ＢＴＴ終端１０上に温度センサ２５８を位置決めすることができるようにユーザが温度セ
ンサ支持体２４８を移動することを可能にするために温度センサ支持体２４８を摺動可能
及び移動可能の両方で支持するように構成される。
【００５０】
　図１７～図１９は、全体的に２７０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第８の
デバイスを示している。デバイス２７０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６又は
鼻梁２４２上で支持されるように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイ
ス２７０は、ユーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定
位置に保持されるように構成される。
【００５１】
　デバイス２７０は、顔面又は鼻支持体２７２と、支持アーム２７４と、温度センサ支持
体２７６とを含むように構成される。鼻支持体２７２は、支持アーム２７４を鼻支持体２
７２に取り付ける又は接続するように構成された接続部２７８を含むように構成される。
鼻支持体２７２は、半硬質材料又は硬質材料で形成されるように構成することができる。
更に、鼻支持体２７２は、緩衝及び鼻２６との適合性を与えるためのパッド（図示せず）
を含むように構成することができる。鼻支持体２７２は、鼻２６の湾曲にほぼ適合する円
弧に成形することができる。
【００５２】
　支持アーム２７４は、接続部２７８によって鼻支持体２７２に剛的に取り付けられるよ
うに構成することができる。これに代えて、接続部２７８は、ユーザが鼻支持体２７２を
鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム２７４を位置決めするこ
とを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。温度セン
サ支持体２７６は、支持アーム２７４上に回転可能かつ摺動可能に位置決めされた支持本
体２８２を含み、それによって温度センサ支持体が長手方向２８４に長手に移動し、温度
センサ支持体２７６の周りの円弧２８６内で回転可能に移動することを可能にする。従っ
て、支持アーム２８４に対する支持本体２８２の整合性は、温度センサ支持体２４８上に
位置決めされた温度センサ２８８の位置をＡＢＴＴ終端１０と整合するように調節する機
能をユーザに与える。支持本体２８２の移動は、手動又は自動とすることができることを
理解しなければならない。移動が自動である場合に、そのような移動は、温度センサ２８
８からの読取値によって案内される。温度センサ２５８は、ＡＢＴＴ終端１０と整合する
ようなサイズ及び寸法にされ、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むよう
に構成することができる。
【００５３】
　鼻支持体２７２は、デバイス２７０のオン及びオフ作動を制御するためのスイッチ２９
０と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付けた時を示すように構成されたライト又は他の
インジケータ２９２とを含むように更に構成され、例えば、送信された温度信号を受信す
るように構成されたラップトップ、携帯電話、タブレット、又は他の電子デバイスとする
ことができる個別の電子デバイス２９６に温度信号を送信する送信機２９４を含むように
構成することができる。
【００５４】
　図２０は、全体的に３００に示す本発明の開示の例示的実施形態による第９のデバイス
を示している。デバイス３００は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６又は鼻梁２４
２上で支持されるように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス３００
は、温度センサがＡＢＴＴ終端１０上に位置決め可能である間に定位置に保持されるよう
に構成される。
【００５５】
　デバイス３００は、顔面又は鼻支持体３０２と、支持アーム３０４と、温度センサ支持



(15) JP 2018-512584 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

体３０６と、コントローラユニット３１０とを含むように構成される。鼻支持体３０２は
、支持アーム３０４を鼻支持体３０２に取り付ける又は接続するように構成された接続部
３０８を含むように構成される。鼻支持体３０２は、半硬質材料又は硬質材料で形成され
るように構成することができる。更に、鼻支持体３０２は、緩衝及び鼻２６との適合性を
与えるためのパッド（図示せず）を含むように構成することができる。鼻支持体３０２は
、鼻２６の湾曲にほぼ適合する円弧に成形することができる。
【００５６】
　支持アーム３０４は、接続部３０８によって鼻支持体３０２に剛的に取り付けられるよ
うに構成することができる。これに代えて、接続部３０８は、ユーザが鼻支持体３０２を
鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム３０４を位置決めするこ
とを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アー
ム３０４は、コントローラユニット３１０に剛的に取り付けられる。
【００５７】
　温度センサ支持体３０６は、コントローラユニット３１０内に移動可能に位置決めされ
、コントローラユニット３１０は、温度センサ支持体３０６を長手方向３１２に移動し、
更に円弧３１４内で回転可能に移動するように構成される。従って、支持アーム３０４に
対する制御ユニット３１０の整合性は、温度センサ支持体３０６上に位置決めされた温度
センサ３１６の位置をＡＢＴＴ終端１０と整合するように調節する機能を与える。温度セ
ンサ支持体３０６の移動は、制御ユニット３１０上に位置付けられた制御器によって手動
で実施することができるか又は自動とすることができることを理解しなければならない。
移動が自動である場合に、そのような移動は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ
及び寸法にされ、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成するこ
とができる温度センサ３１６からの読取値によって案内される。
【００５８】
　コントローラユニット３１０は、デバイス３００のオン及びオフ作動を制御するための
スイッチ３１８と、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付けた時を示すように構成されたデ
ィスプレイ又は他のインジケータ３２０とを含むように更に構成され、例えば、送信され
た温度信号を受信するように構成されたラップトップ、携帯電話、タブレット、又は他の
電子デバイスとすることができる個別の電子デバイス（図示せず）に温度信号を送信する
送信機（図示せず）を含むように構成することができる。
【００５９】
　図２１は、全体的に３３０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１０のデバイ
スを示している。デバイス３３０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６に隣接する
眼窩(ocular cavity)３３２のコーナ上で支持されるように構成される。下記の説明から
理解されるように、デバイス３３０は、ユーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決め
する間にユーザによって定位置に保持されるように構成される。
【００６０】
　デバイス３３０は、顔面支持体３３４と、支持アーム３３６と、温度センサ支持体３３
８とを含むように構成される。支持体３３４は、支持アーム３３６を支持体３３４に取り
付ける又は接続するように構成された接続部３４０を含むように構成される。支持体３３
４は、鼻２６の湾曲にほぼ適合する円弧で形成することができる半硬質材料又は硬質材料
で形成されるように構成することができる。更に、支持体３３４は、緩衝と、眼窩３３２
及び鼻２６との適合性とを与えるためのパッド（図示せず）を含むように構成することが
できる。
【００６１】
　支持アーム３３６は、接続部３４０によって支持体３３４に剛的に取り付けられるよう
に構成することができる。これに代えて、接続部３４０は、ユーザが支持体３３４を眼窩
３３２及び鼻２６との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム３３６を位置
決めすることを可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる
。支持アーム３３６は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及
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び寸法にされたハンドル３４２を含むように構成される。温度センサ支持体３３８は、ピ
ボット３４４によって支持アーム３３６に接続され、更にピボット３４４は、そこに位置
付けられた小穴３４６を温度センサ支持体３３８が長手方向に通って移動することを可能
にするように構成される。
【００６２】
　温度センサ支持体３３８は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ３４８を含むように構成される。この実施形態では特に示してはいないが、デバイ
ス３３０は、それをオン及びオフにするためのスイッチ、インジケータ、及び送信機等の
本明細書に開示する他の実施形態の特徴要素を有するように構成することができる。
【００６３】
　ピボット３４４は、本明細書で説明するようにユーザが場所を決定することができるＡ
ＢＴＴ終端１０上に温度センサ３４８を位置決めすることができるようにユーザが温度セ
ンサ支持体３３８を移動することを可能にするために温度センサ支持体３３８を摺動可能
及び移動可能の両方で支持するように構成される。
【００６４】
　図２２～２４は、全体的に３６０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１１の
デバイスを示している。デバイス３６０は、被検者又は患者３６の顔面３４の鼻２６の直
上の額３０の中心上で支持されるように構成される。下記の説明から理解されるように、
デバイス３６０は、ユーザがセンサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによ
って定位置に保持されるように構成される。
【００６５】
　デバイス３６０は、支持アーム３６２と、温度センサ支持体３６４と、顔面支持体３６
６とを含むように構成される。支持体３６６は、支持アーム３６２を支持体３６６に取り
付ける又は接続するように構成された接続部３６８を含むように構成される。支持体３６
６は、鼻２６の湾曲にほぼ適合する円弧で形成することができる半硬質材料又は硬質材料
で形成されるように構成することができる。更に、支持体３６６は、緩衝及び額３０との
適合性を与えるためのパッド（図示せず）を含むように構成することができる。
【００６６】
　支持アーム３６２は、接続部３６８によって支持体３３６に剛的に取り付けられるよう
に構成することができる。これに代えて、接続部３６８は、ユーザが支持体３６６を額３
０との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム３６２を位置決めすることを
可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アーム３
６２は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法にされた
ハンドル３７０を含むように構成される。温度センサ支持体３６４は、ピボット３７２に
よって支持アーム３６２に接続され、更にピボット３７２は、そこに位置付けられた小穴
３７４を温度センサ支持体３６４が長手方向に通って移動することを可能にするように構
成される。
【００６７】
　温度センサ支持体３６４は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ３７６を含むように構成される。図２３及び図２４に示すように、デバイス３６０
は、それをオン及びオフにするためのスイッチ３７８、インジケータ３８０、及び送信機
３８２等の本明細書に開示する他の実施形態の特徴要素を有するように構成することがで
きる。
【００６８】
　ピボット３７２は、本明細書で説明するようにユーザが場所を決定することができるＡ
ＢＴＴ終端１０上に温度センサ３７６を位置決めすることができるようにユーザが温度セ
ンサ支持体３６４を移動することを可能にするために温度センサ支持体３６４を摺動可能
及び移動可能の両方で支持するように構成される。
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【００６９】
　図２５は、全体的に３９０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１２のデバイ
スを示している。デバイス３９０は、被検者又は患者３６の額３０上で支持されるように
構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス３９０は、額３０上に固定され
るように構成されるが、温度センサは、ＡＢＴＴ終端１０上に位置決めされるように移動
可能である。
【００７０】
　デバイス３９０は、ヘッドバンド又は額支持体３９２と、温度センサ支持体３９４と、
支持体３９６と、ディスプレイ又はモニタ３９８とを含むように構成される。モニタ３９
８及び温度センサ支持体３９４は、ヘッドバンド３９２上に位置決めされた支持体３９６
上に位置決めされる。支持体３９６は、温度センサ支持体３９４を支持体３９６に取り付
ける又は接続するように構成されたピボット４００を含むように構成される。
【００７１】
　ピボット４００は、回転するように構成される。更に、ピボット４００は小穴４０２を
含む。すなわち、温度センサ支持体３９４は、温度センサ４０４の位置をＡＢＴＴ終端１
０の上にあるか、それにわたるか、又はそれに隣接するように調節するために温度センサ
支持体３９４が移動可能であるように支持体３９６に対して回転し、長手に小穴４０２を
通って移動可能であるように構成される。
【００７２】
　温度センサ４０４は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ、かつ
ＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる。
【００７３】
　デバイス３９０は、それをオン及びオフにするためのスイッチ４０６と、送信機４０８
とを含むように更に構成される。送信機４０８は、携帯電話、タブレット、ラップトップ
、腕時計、娯楽コンソールのような個別の電子デバイス４１０に情報を送信するように構
成される。
【００７４】
　作動時に、デバイス３９０は、オペレータ、医療実務者、実験室技術者等が読解可能な
情報をモニタ３９８上に表示するように構成される。代替実施形態では、デバイス３９０
は、患者又は被検者による表示情報のミラー内の読取を可能にするために情報を反転方向
に表示するように構成される。更に別の代替実施形態では、デバイス３９０は、従来フォ
ーマットでの情報表示と、ミラー内の可読性のための反転フォーマットでの情報表示との
間で切換可能である。
【００７５】
　図２６は、全体的に４２０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１３のデバイ
スを示している。デバイス４２０は、顔面支持リング４２２と、支持アーム４２４とを含
むように構成される。支持アーム４２４は、ハンドル４２６を含むように構成される。支
持リング４２２は、温度センサ４２８と、個別の電子デバイス４３２と通信するように構
成された送信機４３０とに対する支持及び位置決めを提供するように構成される。支持ア
ーム４２４は、デバイス４２０をオン及びオフにするためのスイッチ４３４を含むように
更に構成することができる。デバイス４２０は、眼窩３３２内に鼻２６のわきに沿って位
置決めされるように構成され、それによって温度センサ４２８の向きが正しく定められる
。
【００７６】
　図２７～図２９は、全体的に４４０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１４
のデバイスを示している。デバイス４４０は、眉２８の直上の額３０上で支持されるよう
に構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス４４０は、ユーザがセンサを
ＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるように構成さ
れる。
【００７７】
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　デバイス４４０は、支持アーム４４２と、温度センサ支持体４４４と、額又は顔面支持
体４４６とを含むように構成される。支持体４４６は、支持アーム４４２を支持体４４６
に取り付ける又は接続するように構成された接続部４４８を含むように構成される。支持
体４４６は、緩衝及び額３０との適合性を与えるためのパッド（図示せず）を含むように
構成することができる。
【００７８】
　支持アーム４４２は、接続部４４８によって支持体４４６に剛的に取り付けられるよう
に構成することができる。これに代えて、接続部４４８は、ユーザが支持体４４２を額３
０との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム４４２を位置決めすることを
可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アーム４
４２は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法にされた
ハンドル４５０を含むように構成される。温度センサ支持体４４４は、ピボット４５２に
よって支持アーム４４２に接続され、更にピボット４５２は、そこに位置付けられた小穴
４５４を温度センサ支持体４４４が長手方向に通って移動することを可能にするように構
成される。
【００７９】
　温度センサ支持体４４４は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ４５６を含むように構成される。図２８及び図２９に示すように、デバイス４４０
は、それをオン及びオフにするためのスイッチ４６０と、インジケータ又はディスプレイ
４６２と、個別の電子デバイス４６６と通信するように構成された送信機４６４とを含む
ように構成された制御ユニット４５８を有するように構成することができる。
【００８０】
　ピボット４５２は、本明細書で説明するようにユーザが場所を決定することができるＡ
ＢＴＴ終端１０上に温度センサ４５６が位置決めされるようにユーザが温度センサ支持体
４４４を移動することを可能にするために温度センサ支持体４４４を摺動可能かつ回転可
能に支持するように構成される。
【００８１】
　図３０及び図３１は、全体的に４７０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１
５のデバイスを示している。デバイス４７０は、眉２８の直上の額３０上で支持されるよ
うに構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス４７０は、ユーザがセンサ
をＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるように構成
される。
【００８２】
　デバイス４７０は、支持アーム４７２と、温度センサ支持体４７４と、顔面支持体４７
６とを含むように構成される。支持体４７６は、支持アーム４７２を支持体４７６に取り
付ける又は接続するように構成された接続部４７８を含むように構成される。支持体４７
６は、緩衝及び額３０との適合性を与えるためのパッド（図示せず）を含むように構成す
ることができる。
【００８３】
　支持アーム４７２は、接続部４７８によって支持体４７６に剛的に取り付けられるよう
に構成することができる。これに代えて、接続部４７８は、ユーザが支持体４７６を額３
０との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに支持アーム４７２を位置決めすることを
可能にするために旋回又はピボット回転するように構成することができる。支持アーム４
７２は、ユーザがそれを剛的に保持することを可能にするようなサイズ及び寸法にされた
ハンドル４８０を含むように構成される。温度センサ支持体４７４は、ピボット４８２に
よって支持アーム４７２に接続され、更にピボット４８２は、そこに位置付けられた小穴
４８４を温度センサ支持体４７４が長手方向に通って移動することを可能にするように構
成される。
【００８４】
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　温度センサ支持体４８４は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ
、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することができる温度
センサ４８６を含むように構成される。デバイス４７０は、それをオン及びオフにするた
めのスイッチ４９０と、インジケータ４９２と、個別の電子デバイス４９６と通信するよ
うに構成された送信機４９４とを含むように構成された制御ユニット４８８を有するよう
に構成することができる。
【００８５】
　ピボット４８２は、本明細書で説明する手順を用いてユーザが場所を決定することがで
きるＡＢＴＴ終端１０上に温度センサ４８６が位置決めされるようにユーザが温度センサ
支持体４７４を移動することを可能にするために温度センサ支持体４７４を摺動可能かつ
回転可能に支持するように構成される。
【００８６】
　図３２は、全体的に５００に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１６のデバイ
スを示している。デバイス５００は、少なくとも部分的に眼３２上で支持されるように構
成される。下記の説明から理解されるように、デバイス５００は、ユーザがセンサをＡＢ
ＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるように構成される
。
【００８７】
　デバイス５００は、温度センサ支持体５０２と顔面支持体５０４とを含むように構成さ
れる。支持体５０４は、温度センサ支持体５０２を支持体５０４に取り付ける又は接続す
るように構成された接続部５０６を含むように構成される。支持体５０４は、ＡＢＴＴ終
端１０と整合するようなサイズ及び寸法にされ、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合す
る凸面を含むように構成することができる温度センサ５０８を含むように構成される。
【００８８】
　温度センサ支持体５０２は、接続部５０６によって支持体５０４に剛的に取り付けられ
るように構成することができる。これに代えて、接続部５０６は、ユーザが支持体５０４
をＡＢＴＴ終端１０及び眼３２の一部分との剛的な接触状態に保つのを補助する向きに温
度センサ支持体５０２を位置決めすることを可能にするために旋回又はピボット回転する
ように構成することができる。温度センサ支持体５０２は、ユーザがそれを剛的に保持す
ることを可能にするようなサイズ及び寸法にされたハンドル５１０を含むように構成され
る。
【００８９】
　デバイス５００は、それをオン及びオフにするためのスイッチ５１４と、インジケータ
又はディスプレイ５１６と、個別の電子デバイス５２０と通信するように構成された送信
機５１８とを含むように構成された制御ユニット５１２を有するように構成することがで
きる。温度センサ支持体５０２は、ユーザがＡＢＴＴ終端１０を位置付けた時の指標を与
えるインジケータ５２２を含むように構成することができる。
【００９０】
　図３３は、全体的に５３０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１７のデバイ
スを示している。デバイス５３０は、少なくとも部分的に顔面３４の顎５３２上で支持さ
れるように構成される。下記の説明から理解されるように、デバイス５３０は、ユーザが
センサをＡＢＴＴ終端１０上に位置決めする間にユーザによって定位置に保持されるよう
に構成される。
【００９１】
　デバイス５３０は、温度センサ５５０を含むように構成された温度センサ支持体５３４
と、中心支持体５３６と、顔面又は顎支持体５３８と、固定化ハンドル５４０とを含むよ
うに構成される。温度センサ５５０は、ＡＢＴＴ終端１０と整合するようなサイズ及び寸
法にされ、かつＡＢＴＴ終端１０の凹形状に適合する凸面を含むように構成することがで
きる。顎支持体５３８は、中心支持体３５６に剛的に接続される。温度センサ支持体５３
４は、中心支持体５３６に回転可能かつ摺動可能に接続される。更に、顎支持体５３８に
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は、固定化ハンドル５４０を剛的又はピボット的に接続することができる。
【００９２】
　中心支持体５３６は、小穴５４４を含むピボット５４２を含むように構成される。温度
センサ支持体５３４は、小穴５４４内に摺動可能に位置決めされ、この摺動可能配置は、
方向５４６に長手に摺動する機能を温度センサ支持体５３４に備えるように構成される。
ピボット５４２は、円弧５４８内で回転するように構成され、それによって温度センサ支
持体５３４に円弧５４８内で回転する機能が与えられる。温度センサ支持体５３４は、円
弧５４８内で回転し、かつ長手方向５４６に摺動する機能を有するように構成されるので
、温度センサ支持体５３４は、温度センサ５５０の位置をＡＢＴＴ終端１０の位置に位置
付けられるように調節するためにユーザのアクションによって移動するように構成される
。
【００９３】
　顎支持体５３８は、固定化ハンドル５４０を顎支持体５３８に取り付ける又は接続する
ように構成された接続部５５２を含むように構成される。固定化ハンドル５４０は、接続
部５５２によって支持体５３８に剛的に取り付けられるように構成することができる。こ
れに代えて、接続部５５２は、ユーザが顎支持体５３８を顎５３２との剛的な接触状態に
保つのを補助する向きに固定化ハンドル５４０を位置決めすることを可能にするために旋
回又はピボット回転するように構成することができる。
【００９４】
　デバイス５３０は、それをオン及びオフにするためのスイッチ５５６と、インジケータ
又はディスプレイ５５８と、タブレット、携帯電話、ラップトップ、ＰＤＡ、娯楽コンソ
ール、腕時計、医療制御コンソール等とすることができる個別の電子デバイス５６２と通
信するように構成された送信機５６０とを含むように構成された制御ユニット５５４を含
むように構成される。
【００９５】
　図３４及び図３５は、全体的に５７０に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１
８のデバイスを示している。デバイス５７０は、被検者又は患者３６の顔面３４上で支持
されるように構成される。より具体的には、デバイス５７０は、フレーム又は眼鏡フレー
ム５７２として構成することができる。デバイス５７０は、クリップ留め式又は取り付け
可能な温度センサアセンブリ５７４を更に含む。
【００９６】
　温度センサアセンブリ５７４は、接続アセンブリ５７６と、温度センサ支持体５７８と
、ハンドル又はレバー５８０とを含む。温度センサ支持体５７８は、温度センサ５８２を
含むように構成される。接続アセンブリ５７６は、ピボット４８２と同様に構成すること
ができ、従って、温度センサ支持体５７８は、その移動によって温度センサ５８２がＡＢ
ＴＴ終端１０上に位置決めされるように位置決めすることができるように回転移動及び長
手移動を有するように構成することができる。これに代えて、温度センサ支持体５７８は
、温度センサ５８２をＡＢＴＴ終端１０上に位置決めするような温度センサ支持体５７８
の調節を可能にするために可撓性のものであるように構成することができる。
【００９７】
　温度センサアセンブリ５７４は、デバイス５７０をオン及びオフにするためのスイッチ
５８４と、インジケータ又はライト５８６と、タブレット、携帯電話、ラップトップ、Ｐ
ＤＡ、娯楽コンソール、腕時計、医療制御コンソール等とすることができる個別の電子デ
バイス５９０と通信するように構成された送信機５８８とを含むように構成することがで
きる。
【００９８】
　図３６は、全体的に６００に示す本発明の開示の例示的実施形態による第１９のデバイ
スの図である。デバイス６００は、ワイヤ６０２と、アーム６０４と、ヘッド６０６とを
含むように構成される。アーム６０４及びヘッド６０６は、接着剤層を覆う保護層６０８
を含む。ヘッド６０６は、温度センサ６１０を含むように構成される。デバイス６００は
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、ワイヤ６０２によって耳で支持することができ、接着剤層が、アーム６０４を被検者又
は患者の額に固定する。ヘッド部分６０６は、眉の下でＡＢＴＴ終端１０上にヘッド６０
６及びセンサ６１０を位置決めすることを可能にするために区域６１２内で曲げ可能であ
るように構成される。ヘッド６０６の幅は、ヘッド６０６を患者の鼻上に、並びにＡＢＴ
Ｔ終端１０に隣接する瞼の一部分上に部分的に係止することができるようなものである。
【００９９】
　本発明の開示の様々な実施形態を図示して説明したが、これらの実施形態は、それに限
定されないことは理解される。実施形態は、当業者によって変更、修正、かつ更に応用す
ることができる。従って、これらの実施形態は、上述のように図示して説明した詳細に限
定されず、むしろ全てのそのような変形及び修正を同じく含むものである。
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